
1. は　じ　め　に

広島大学発ベンチャーとして 2002 年 5 月に創業した
（株）材料・環境研究所について，創業及び経営の概略を
紹介する．筆者が広島大学教授，ベンチャービジネスラ
ボラトリーの施設主任に在職中にその骨格を作り，定年
退官後直ちに発足させたベンチャーである．業容は金属
材料の腐食防食に関する研究・技術，及び ISOマネジメ
ントシステムのコンサルティング，さらには材料一般の
技術教育を手がける．創業 6年に至る経営の苦労と生き
がについて述べる．

2. コンサルタントベンチャー創業の経緯

将来コンサルタント会社を創業したいという考えは，
1991～1992年米国ミネソタ大学腐食研究センター（CRC）
でシニアリサーチャーとして研究生活を過ごしたときに
遡る．腐食・防食の分野で著名な R. W. Staele先生と軽
水炉使用済み核燃料の地中保存のためのコンテナー用材
料の研究をした時，1992 年同先生と一緒にセントポー
ル・ミネアポリス市にあるミネソタ大学発コンサルタン
ト会社 Teltech Inc. を訪問し，J. M. Shuster社長にお会
いした．

その会社では，全米 500人の各分野の専門家とエキス
パートネットワークを構築し，技術コンサルティングを
していた．クライアントから案件が舞い込んだとき，ま
ず，コンピューターで自動的に文献調査を行い，しかる
後に必要に応じて Teltech Inc. の契約するエキスパート
とクライアント会社との電話相談をアレンジして，問題
解決を進めていた．ミネソタ大学 CRC 教授で，水素脆
化の分野で世界的に有名な R. A. Oriani 先生もエキスパ
ートの一人であった．このコンサルティングシステムは，
ITと専門家を融合させた新しい形態で，大変参考になっ
た．また，この会社では，斬新な研究として，例えば，
無人タクシーの交通システムの開発も手がけていた．
筆者が実際に会社を立ち上げようとしたのは，1999～

2002年広島大学ベンチャービジネスラボラトリー（VBL）
施設主任として勤務していた時である．大学で全学の学
生対象に『ベンチャーマインドの教育』プロジェクトを
企画・運営し，多数の学生の前で講義をしていた．起業
経験のない筆者の講義には，頭で考える方法論は話せて
も，真の苦労話が出来ないもどかしさを感じた．

1999 年末から 2000 年初頭にかけては就職氷河期で，
企業も不況に喘いでいた．就職に「寄らば大樹の蔭」も
色あせ，大学発ベンチャーの創成が叫ばれた．経済産業
省では大学発ベンチャー，3 年間で 1,000 社の創成をぶ
ち上げた．2001年 7月，広島大学 VBLでは大学発ベン
チャーのビジネスモデルを募集し，牟田泰三学長以下学
外の有識者も入れて評価した．応募した弊社のビジネス
モデルが幸い入賞して，起業のための準備金を頂いた．
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それが弊社立ち上げの契機である．立ち上げ時には，学
内のみならず，広島経済産業局にも大変お世話になっ
た．
図 1に弊社の業容とネットワークを示す．会社の主業

務は腐食・防食のコンサルテーションとした理由を下記
に記す．
（1） 自分が長年培ってきた専門分野である．
（2） わが国における腐食防食に費やされる費用は GDP
の 3％と莫大で，コンサルテーションの膨大な市場があ
る．
（3） 近年，企業はスリム化し，コンサルテーションを
アウトソーシングする傾向にある．
（4） 経済競争のグローバリゼーションに相応し，腐
食・防食コンサルテーション業務を国外まで発展させる
可能性がある．
（5） 健康と気力が許せば生涯現役も可能である．

2002 年 3 月末に広島大学を定年退官し，同年 5 月 29
日に（株）材料・環境研究所を立ち上げた．資本金は 1,000
万円で，うち 400 万円は学内を中心に外部資金を集め
た．

3. 会社のコンセプト

会社経営のモットーとして次の 5項目を掲げている．
①単なる技術コンサルティングに終わらせず，問題解
決まで責任を持つ．

②広い範囲の金属材料を相手にする．すなわち，鋼お
よびステンレス鋼のみならず，アルミニウム，銅，
ニッケル，チタン，ジルコニウムなども対象とす
る．

③金属の腐食・防食にとどまらず，広く金属の製造工
程にも関わる．例えば，酸洗い，微細エッチング加
工，廃液処理などのテーマにもチャレンジする．

④金属表面の環境脆化の診断に関して独自の診断技術
開発に努力する．

⑤クライアント会社から依頼された仕事は必ず成功に
導くために，綿密で粘り強く仕事を進める．

コンサルティングを続けていくためには，専門分野で
の権威者としての学識を維持，進歩させる必要がある．
講演，論文，解説記事の投稿を常に考えねばならない．

そのうえで，世の中に役立つ仕事ができ，研究を通じて
夢を育むことが可能である．図 2に業務における研究と
コンサルティングの連携を示す．
弊社の専門性を広くかつ深くするために，広島大学教

授の松村昌信先生（現広島大学名誉教授），中佐啓治郎
先生（現広島国際学院大学教授，広島大学名誉教授），
高萩隆行先生，岐阜大学の箕浦秀樹先生（現岐阜大学名
誉教授），大阪市立大学の橋本敏先生，兵庫県立大学の
山下正人先生に技術アドバイザーをお願いし，現在に至
っている．
弊社は，広島大学発ベンチャーとして 7番目に創立し

た会社で，広島大学発ベンチャーは現在 36 の会社を数
える．その一例を表 1に示す．

4. 会　社　経　営

世間でコンサルテーションのニーズが高くても，ある
いは会社の技術が高くても，実際企業から注文を取って
こなければ事業は成り立たない．会社が常に発展してい
くためには，クライアント会社の数をコンスタントに増
やす努力が必要である．
会社業務として，主業務の技術コンサルテーションの

ほかに，営業，会計，社外機関とのお付き合い，学会活
動，研究部会活動などを同時並行で進めねばならない．
これらの仕事こなすことは結構忙しい．その上で，営業
にも時間を割かねばならない．
営業活動は，友人のアドバイスに耳を傾けながら試行

錯誤的に進めてきた．すなわち，
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図 1 株式会社材料・環境研究所の業容とネットワーク

図 2 研究事業とコンサルティング
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表 1 広島大学発ベンチャーの一部



（1）新クライアント開拓のために初対面の会社にアプ
ローチすることは，何も恥ずかしいとか相手の会社に迷
惑なことではなく，両方に役立ち得ると前向きに考えて
みる．すなわち，PR 活動は，埋もれている潜在クライ
アントと弊社の接点を演出するものである．
（2）ホームページ（H.P.）を常に最新の情報発信源と
する．広島大学 VBL時代に VBLの研究員及び事務部門
の方に作っていただいた H.P. は 5年間使用し，固定され
ていたので，新たな進展を目指して最近レニューアルし
た（URL http://www.zkk.co.jp/）．従来より H.P. は新し
いクライアント獲得の機会をしばしば提供してくれてい
る．H.P.と，たとえば，パワーポイントの自社 PR資料
を携え初対面の会社をしばしば訪問した．
（3）腐食・防食セミナーと自著参考書
大学の授業，民間あるいは公的機関による腐食・防食

セミナーの講師を請け負うとき，兵庫県立大学の内田仁
先生及び山下正人先生との共著「環境材料学―地球保全
に関わる腐食・防食工学」を紹介する．著作およびセミ
ナー講師は会社の PRに役だつものと思われる．
（4）大学教官時代，米国のボストンにあるMITを訪問
した折，J. Ferreri著［Entrepreneur Magazine’s Knock-
Out Marketing, Powerful Strategies to Punch up Your
Sales］1）を大学の書店で見いだした．その中でセールス
に大切な 11 の原則を挙げている．著者が特に参考にし
ているのは，次の 4点である．
①自社の製品やサービスに自信を持て．クライアント
を引き付ける特長を見いだせ．

②自社のサービスが顧客にどのように役立つか顧客の
立場で考えよ．

③セールスは顧客に教えることから始まる．
④前向きの発想と行動を取れ．後向きになるな．
（5）他機関との連携
業務を発展させるために関連機関との連携は非常に大

切である．弊社にとって緊密な関係の機関を下記に示
す．
①大阪技術振興協会　社団法人で関西地区の技術士の
集まりである．この公益法人である協会を通じて，
裁判事件の鑑定依頼や保険事例の鑑定を引き受けて
いる．また，協会主催の技術士受験セミナーの講師
を勤めることで，技術士の育成に貢献できる．

②上海材料研究所　上海材料研究所の十数年来の友人
である鄭文龍教授と共同で中国の会社の研究指導を
行う．

③神戸商工会議所
④広島大学産学連携センター
⑤腐食防食専門士会　会員同士での業務上の協力，あ
るいは勉強会や講習会を実施して業容を活性化でき
る．

5. 仕 事 の 喜 び

クライアントを満足させること，社会のためになるこ
とが我々のコンサルタント業務の満足感を与えてくれ
る．そういう意味で，コンサルティングはやりがいのあ
る仕事である．時には利益追求のみに走らず，社会に役
立つボランティアの仕事があってもいいと思う．

ベンチャーの成長は，ジェフェリー・A・ティモンズ
による有名な曲線（図 3）によって表される．創業後 3
～4から 10年位に急成長が期待できる．これは，顧客も
安定し企業の将来戦略も見えてくるためと考えられる．
弊社は，創業後 6年目を迎え，発展の重要な時期にか

かっている．表 2は弊社のビジネスプランである．顧客
を大切にし，実績を積み，今後さらに着実に知名度の拡
大につなげる．業容拡大のために新しいコンサルティン
グ対象にもチャレンジしていく．また，業務も国内に限
らず，中国にも対象を広げつつある．
具体的なコンサルティングの喜びを紹介したい．
（1） 金属の腐食・防食及び製造，ならびに環境脆化の
診断と予防のコンサルテーションを業とし，小粒である
が山椒のピリッと効いた会社として社会に貢献出来る．
表 3にコンサルティング実績の一部を示す．
（2） 世界初の新しいテーマに挑戦出来る．例えば，弊
社がかかわる廃棄物再資源化事業として有機塩素廃棄物
の亜臨界環境での分解プロセスの事業化が上げられる．
腐食性が極めて厳しい反応装置用材料の選定，実用プラ
ントの製作とそのメンテナンスに企業と協力して安全運
転に努力している．
有機塩素の脱塩素反応は，高温，亜臨界環境で

CH2Cl2＋2NaOH＝CH2（OH）2＋2NaCl （1）
2CH2（OH）2＝CH3OH＋HCOOH＋H2O （2）
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表 2 弊社の新ビジネスプラン（2008年 4月）

図 3 ベンチャーの成長段階



図 4 に超臨界水の温度－圧力図を示す．亜臨界水は超
臨界水より幾分低温の高温・高圧の液体で，分解する廃
棄物から有用な生成物を生産する条件として適してい
る．図 5は世界初の有機塩素化合物の亜臨界分解プラン
トである．
（3） 教育への貢献が出来る．国内での環境材料や腐食
防食分野で講師をするのみならず，国外，例えば，中国，
韓国，中南米，インドなどの技術者に対しての講師活動
を通じて，専門教育の分野で近隣諸国に貢献できる．例
えば，4カ月に及んだ JICAの「クリーナープロダクショ
ンのためのプラントメンテナンス技術」コースにおいて，
金属の腐食・防食についてインドからの研修生に講義を
担当した．
（4） 学会への出席や発表をすることにより新しい知識
の習得に常に貪欲であり得る．このような知的活動は脳
の刺激となり，研究への意欲を奮い立たせてくれる．
例えば，ICEC 2007（国際腐食工学会議，ソウル，

2007. 5. 20～24）において，鋼のバルク水腐食と大気腐
食との違い，および，大気腐食においても乾湿繰り返し
条件と常時湿潤条件下でのさび生成の相違の機構につい
て論文発表した2）．また，企業との共同研究として，Au－
Cu－Au合金の微細エッチングについても報告した3）．
（5） 研究成果をクライアントと一緒に特許申請するこ
とも大きな喜びの一つである．特許の御陰で大きな経済
成果が関係者にもたらされることを夢見得る．

6. お　わ　り　に

腐食・防食関連のコンサルテーション業務を紹介し
た．この仕事は，キャリアーを生かせ，創造的な仕事で
あり，もって世の中に役立つものである．働く意欲があ
れば年齢に関係なく行える．生涯現役も可能で，コンサ
ルティングを通じて，社会とのつながりを保ち得て，健
康維持にも役立てられる．
今後，腐食防食に携わる多くの志が高く，バイタリテ

ィに富む技術・研究者が何らかの形で腐食・防食のコン
サルティング業務にかかわり，地球資源および環境の保
全，並びに機器・プラントの安全性の向上に活躍される
ことを期待している．
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図 5 有機塩素化合物の亜臨界分解プラント（近畿環境興産（株）
提供）

表 3 コンサルティング実績の一部

図 4 超臨界流体
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要 旨

（株）材料・環境研究所は広島大学発ベンチャービジネス 36会社の中，7番目の会社である．会社のコン
セプトやビジネスプランは，筆者が大学にいるときに考え，会社は 2002年 5月に設立した．アドバイザ
ーとして 4大学から 6人の先生にお願いした．
会社の経営理念は，
1．コンサルティングの対象となるクライアント会社に全力を尽くす．
2．真摯なコンサルティングで，どんな腐食の問題も断らないように努力する．したがって，広い範囲
の腐食形態と金属材料を取り扱う．

3．会社独自の腐食モニタリングシステムの開発に努力する．
仕事を通じて幾多の喜びを感ずる．

1） 腐食コンサルティングおよび腐食工学教育を通じてわが国のみならず外国にも貢献できる．
2） 腐食の知識を用いて，世界初の新製造技術開発に挑戦できる．
3） 仕事をする上に年齢の壁がない．顧客に正しいコンサルティングができる限り，我々は年齢に関係
なく仕事を続けうる．

4） クライアントと一緒に新しい技術を開発し得る．
キーワード 腐食・防食，腐食コンサルティング，コンサルティングビジネス，腐食形態，金属材料，
クライアント


